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昨
年
九
月
に
十
日
ほ
ど
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
市
に
て
古
医

籍
調
査
の
機
会
を
得
た
。
訪
書
し
た
の
は
ベ
ト
ナ
ム
社
会
人
文

科
学
国
家
セ
ン
タ
ー
に
属
す
る
漢
哺
研
究
院
で
あ
る
。
こ
こ
で
調

査
し
た
の
は
『
ベ
ト
ナ
ム
漢
哺
遺
産
」
の
シ
弓
シ
Ｆ
○
⑦
ご
閃
己
同
切

目
く
罰
同
、
函
圭
ｚ
ｚ
Ｏ
言
と
い
う
蔵
書
目
録
が
東
洋
文
庫
に
あ

り
、
予
備
調
査
が
可
能
だ
っ
た
せ
い
も
あ
る
。
ち
な
み
に
哺
と
は

日
本
の
国
字
同
様
に
ベ
ト
ナ
ム
で
作
成
さ
れ
た
漢
字
式
の
文
字

で
、
当
院
は
漢
字
と
哺
字
で
著
さ
れ
た
古
典
籍
等
を
所
蔵
し
研
究

し
て
い
る
。

所
蔵
の
漢
哺
文
献
は
約
五
千
点
、
ま
た
漢
哺
碑
文
の
拓
本
が
五

万
点
近
く
あ
る
。
文
献
は
フ
ラ
ン
ス
の
援
助
で
一
九
九
三
年
に
前

記
目
録
を
出
版
。
そ
の
修
復
と
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
は
日
本
政

府
の
援
助
で
現
在
ほ
ぼ
完
成
し
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
ベ
ト
ナ
ム
政

府
の
資
金
で
、
○
口
‐
詞
○
巨
化
を
計
画
中
と
い
う
。

28

ハ
ノ
イ
現
存
古
医
籍
の
特
徴真

柳
誠

当
院
の
ｚ
唱
滞
ｐ
ｚ
唱
の
ｚ
ｇ
ｇ
院
玉
潤
副
院
長
に
よ
る
と
、

古
典
籍
は
他
に
ハ
ノ
イ
の
歴
史
院
図
書
館
・
総
合
大
学
図
書
館
・

文
学
院
図
書
館
・
国
家
図
書
館
（
古
く
重
要
な
古
典
籍
中
心
）
、
ま
た

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
も
あ
る
国
家
留
貯
局
（
十
九
世
紀
の
文
物
中
心
）

等
に
あ
る
。
各
々
目
録
は
あ
る
は
ず
だ
が
、
目
録
を
交
換
す
る
こ

と
は
な
い
と
い
う
。
そ
れ
で
当
院
に
他
機
関
の
蔵
書
目
録
は
な
か

っ
た
。
蔵
書
中
の
最
古
版
は
一
五
一
七
年
刊
『
国
朝
形
律
」
で
、

い
た
だ
い
た
コ
ピ
ー
を
見
る
と
、
字
体
は
明
の
成
化
以
後
・
嘉
靖

初
期
に
似
て
い
た
。
西
匡
印
侭
く
目
Ｐ
四
口
黄
文
楼
教
授
の
話
で
は

他
に
社
会
科
学
通
訊
院
に
数
万
タ
イ
ト
ル
の
中
国
・
日
本
古
典
籍

が
あ
り
、
中
に
は
中
国
供
書
も
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
目
録
は
未

完
成
で
、
ベ
ト
ナ
ム
人
に
も
ま
だ
非
公
開
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

玩
副
院
長
に
よ
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
古
典
籍
の
版
木
は
梓
、
紙
は

楮
紙
で
各
種
あ
り
、
そ
の
粘
剤
に
は
梧
桐
樹
な
い
し
桐
油
樹
を
使

う
と
の
こ
と
。
補
修
担
当
者
に
よ
る
と
、
表
紙
は
楮
紙
を
三
枚
貼

り
合
わ
せ
、
桐
樹
の
果
汁
と
明
蓉
で
黒
茶
色
に
染
め
た
板
紙
を
袋

綴
じ
に
し
、
多
く
は
四
つ
目
針
眼
装
だ
っ
た
。
筆
者
は
当
院
と
街

の
骨
董
店
で
計
百
点
ほ
ど
の
古
典
籍
を
見
た
が
、
高
温
多
湿
に
も

か
か
わ
ら
ず
虫
損
は
ま
ず
な
い
。
そ
れ
ら
の
原
装
に
は
皆
こ
の
板
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紙
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
、
強
い
防
虫
作
用
が
あ
る
ら
し
い
。

当
院
蔵
書
の
大
多
数
は
九
三
年
以
前
に
簡
略
な
補
修
が
な
さ
れ

て
お
り
、
多
く
は
フ
ラ
ン
ス
統
治
時
代
の
方
法
で
表
紙
に
漆
を
塗

る
。
装
頓
は
線
装
部
を
包
む
ベ
ト
ナ
ム
独
特
の
包
背
装
で
、
骨
董

店
で
購
入
し
た
「
医
学
入
門
』
の
一
八
五
九
年
ハ
ノ
イ
版
は
原
装

だ
が
、
や
は
り
同
様
の
包
背
装
だ
っ
た
。
料
紙
は
刊
本
も
写
本
も

楮
紙
で
、
中
国
の
竹
紙
の
よ
う
な
種
類
は
な
い
と
い
う
。
ベ
ト
ナ

ム
楮
紙
は
中
国
楮
紙
同
様
に
繊
維
が
短
く
、
柔
ら
か
い
。
色
は
日

本
楮
紙
に
や
や
近
い
が
、
赤
み
が
か
っ
た
ク
リ
ー
ム
色
で
、
中
国

や
朝
鮮
の
楮
紙
ほ
ど
白
く
は
な
い
。

所
蔵
の
漢
哺
古
医
籍
は
計
二
八
六
タ
イ
ト
ル
あ
り
、
同
一
タ
イ

ト
ル
で
複
数
の
書
を
登
録
す
る
場
合
が
多
い
。
う
ち
刊
本
は
一
七

点
で
、
他
は
全
て
写
本
だ
っ
た
。
蔵
書
の
分
野
は
、
多
い
順
に
医

方
等
・
本
草
・
痘
疹
・
診
断
・
婦
人
・
小
児
・
針
灸
・
臓
脈
・
眼

科
・
傷
寒
・
外
科
・
温
疫
・
獣
医
な
ど
で
、
お
お
む
ね
日
本
や
中

国
と
同
傾
向
と
い
え
る
。
し
か
し
内
経
・
金
置
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

中
国
医
学
古
典
お
よ
び
そ
れ
ら
の
研
究
書
に
該
当
す
る
も
の
は
な

か
っ
た
。
診
断
書
で
は
「
太
素
脈
訣
」
な
ど
中
国
脈
訣
書
の
影
響

が
強
く
、
痘
疹
書
で
は
「
堅
信
洋
痘
説
』
が
注
目
さ
れ
た
。
一
方
、

書
名
に
国
語
・
国
音
・
南
薬
・
南
名
・
南
邦
な
ど
の
あ
る
害
が
相

当
に
多
く
、
医
学
の
ベ
ト
ナ
ム
化
を
窺
わ
せ
た
。

当
院
で
は
閲
覧
時
間
等
の
制
限
が
大
き
く
、
計
五
一
タ
イ
ト
ル

の
医
薬
古
典
籍
を
調
査
す
る
に
止
ま
っ
た
。
本
管
見
範
囲
で
は
一

五
世
紀
に
成
立
し
た
漢
籍
が
最
も
古
く
、
各
書
の
筆
写
年
・
刊
行

年
は
お
よ
そ
一
九
・
二
○
世
紀
に
限
ら
れ
て
い
た
。
大
多
数
は
ベ

ト
ナ
ム
固
有
書
で
、
漢
籍
か
ら
の
抜
粋
か
ら
な
る
実
用
書
が
多

く
、
写
本
・
刊
本
と
も
に
漢
文
書
と
漢
字
・
哺
字
ま
じ
り
書
が
ほ

ぼ
同
数
だ
っ
た
。
漢
籍
で
は
明
・
情
の
書
が
多
く
、
そ
の
底
本
は

お
お
む
ね
清
版
だ
っ
た
。
ま
た
い
ず
れ
も
漢
文
書
で
、
日
本
の
国

訳
○
○
に
相
当
す
る
よ
う
な
全
文
を
漢
字
・
哺
字
ま
じ
り
に
改
め

た
書
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
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茨
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）


